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「北口雄幸道議と語る

青空の集い」のご案内

とき：8月9日（土）11時～

ところ：創成自治会館南側広場 

会費：2,000円（小雨決行）

主催：北口雄幸後援会 

青空でジンギスカンを囲みな
がら、北口さんと語り合いませ
んか？サフォークの丸焼きや抽
選など、盛りだくさん！ 

小雨は決行します。中止の場
合は、当日の午後1時まで肉と
引き替えできます。 

【会券のお求め先】 

北口事務所（東３条北７丁目）

電話0165-22-3100

FAX0165-23-4356

                              

    

唐
突
な
道
の
提
案 

今
定
例
会
に
お
け
る
最
大
の

論
点
・
議
論
は
、
地
域
の
強
い

反
対
や
懸
念
を
押
し
切
っ
て
提

案
し
た
『
支
庁
制
度
改
革
』
で

あ
る
。
現
在
14
あ
る
支
庁
を
９

の
総
合
振
興
局
と
５
つ
の
振
興

局
（
出
張
所
）
へ
と
再
編
統
合

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

地
方
四
団
体
反
対 

再
編
提
案
で
は
、高
橋
知
事
が

関
係
す
る
地
域
に
対
し
、
説
明

が
不
十
分
な
ま
ま
提
案
し
た
た

め
、
地
元
を
含
む
地
方
四
団
体

（
市
長
会
、
市
議
会
議
長
会
、

町
村
会
、
町
村
議
長
会
）
が
反

対
や
慎
重
審
議
を
表
明
。
特
に
、

振
興
局
に
事
実
上
格
下
げ
と
な

る
４
地
区
か
ら
は
、
猛
烈
な
反

対
行
動
が
起
こ
り
、
様
々
な
要

請
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

見
え
ぬ
提
案
真
意 

本
来
の
支
庁
制
度
改
革
は
、

道
州
制
を
は
じ
め
と
す
る
地
方

分
権
型
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

道
と
支
庁
と
基
礎
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
の
役
割
の
明
確
化
で

あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
高
橋
知
事
は
、

大
阪
の
橋
下
知
事
の
例
を
あ
げ
、

財
政
再
建
の
た
め
の
支
庁
改
革

を
前
面
に
打
ち
出
し
た
た
め
、

「
な
ぜ
、
財
政
再
建
の
た
め
に

４
地
域
だ
け
が
そ
の
犠
牲
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
問
題

を
さ
ら
に
複
雑
に
し
ま
し
た
。 

追
加
提
案
で
混
迷 

議
論
の
課
程
で
、
道
庁
の
一

部
局
で
の
判
断
に
よ
る
見
直
し

答
弁
や
理
念
、
提
案
内
容
が

次
々
と
変
わ
り
、
結
果
的
に
更

な
る
不
振
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。 

議
会
の
最
終
段
階
で
あ
る
予

算
特
別
委
員
会
で
、「
新
た
な
自

治
の
か
た
ち
づ
く
り
条
例
」
や

「
地
域
振
興
条
例
」
な
ど
の
制

定
を
表
明
、
私
が
総
合
企
画
委

員
会
で
詳
し
い
説
明
を
求
め
る

と
、「
詳
細
は
今
後
」
と
具
体
的

検
討
が
な
い
ま
ま
回
答
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

徹
底
議
論
を
要
求 

我
が
会
派
は
、
道
州
制
・
地

方
分
権
改
革
等
推
進
特
別
委
員

会
で
、「
審
議
が
足
り
な
い
、
も

っ
と
時
間
を
か
け
て
議
論
す
べ

き
」
と
の
緊
急
動
議
を
提
出
し

ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
た
た
め
、

本
会
議
も
含
め
強
い
抗
議
の
意

志
も
含
め
て
、
採
択
に
加
わ
ら

ず
欠
席
を
決
め
ま
し
た
。 

深
夜
議
会
を
経
験 

再
開
さ
れ
た
本
会
議
は
、会
期

を
１
日
延
長
し
、
28
日
の
午
前

５
時
前
に
終
了
。
道
議
会
庁
舎

を
後
に
す
る
私
の
目
に
、
朝
日

が
眩
し
く
写
り
ま
し
た
。 

郷土
ふ る さ と

に痛み押しつけ 
支庁制度改革が強行可決！採決に加わらず！ 

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり  

発行:北口雄幸事務所

士別市東３条北７丁目

Tel0165-22-3100

fax0165-23-4356

自
民
党
・
公
明
党
の
反
対
で
否
決
さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
す
る
北
口
道
議
（
６
月
28
日
）
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平
成
20
年
第
２
回
定
例
道
議

会
は
、
６
月
10
日
に
収
集
さ
れ
、

当
初
27
日
ま
で
の
18
日
間
の

日
程
で
し
た
が
、
支
庁
制
度
改

革
問
題
で
議
会
が
紛
糾
、
会
期

を
１
日
延
長
し
、
28
日
の
早
朝

５
時
頃
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
定
例
議
会
は
、「
約
百
年
続

い
た
支
庁
制
度
を
ど
う
す
る

か
」
と
い
っ
た
、
大
き
な
課
題

が
あ
る
に
は
、
会
期
が
短
い
議

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

一
般
質
問
の
代
表
格
質
問
に

は
福
原
賢
孝
議
員
（
檜
山
支
庁
）

が
登
壇
し
、
支
庁
制
度
改
革
・

地
域
行
政
に
臨
む
知
事
の
基
本

姿
勢
、
支
庁
設
置
条
例
改
正
案
、 

道
の
財
政
運
営
・
行
政
改
革
、 

北
口
道
議
は
、
予
算
特
別
委

員
会
で
、
建
設
部
、
水
産
林
務

部
、
農
政
部
所
管
に
つ
い
て
下

記
の
と
お
り
質
問
し
ま
し
た
。 

ま
た
、議
会
最
終
日
に
は
、「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
、

抜
本
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
案
趣
旨
説
明
を
北
口

道
議
が
行
い
ま
し
た
が
、
採
決

の
結
果
、
自
民
党
・
公
明
党 

当
面
す
る
道
政
課
題
、
教
育
課

題
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ

た
ほ
か
、
一
般
質
問
に
は
６
議

員
が
登
壇
し
て
当
面
す
る
課
題

や
地
域
課
題
を
追
求
し
ま
し
た
。

の
反
対
多
数
で
、
意
見
書
は
否

決
さ
れ
ま
し
た
。 

建
設
部
所
管
事
項 

住
宅
行
政
に
関
し
、
①
入
居

収
入
基
準
引
き
上
げ
に
よ
る
応

募
倍
率
の
見
込
み
、
②
改
正
に

伴
う
収
入
超
過
者
・
高
額
所
得

者
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
世
帯

数
と
そ
の
対
応
、
③
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
等
の
建
設
、
④
政
令

改
正
に
伴
う
家
賃
の
影
響
と
利

便
性
係
数
の
見
直
し
、
⑤
道
営

住
宅
に
お
け
る
子
育
て
住
宅
の

整
備
状
況
、
⑥
住
宅
困
窮
度
が

高
い
方
の
優
先
入
居
の
実
績
、

⑦
計
画
的
な
道
営
住
宅
の
整
備
、

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

水
産
林
務
部
所
管
事
項 

森
林
政
策
に
関
し
、①
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
状
況
、
②

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
す
る
取
り

組
み
状
況
、
③
国
有
林
の
果
た

し
て
い
る
役
割
と
そ
の
連
携
、

④
創
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
森

林
環
境
税
に
か
か
る
事
業
へ
の

地
域
事
業
体
の
参
加
体
制
、
⑤

子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
森
づ

く
り
と
民
有
林
の
活
用
、
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

農
政
部
所
管
事
項 

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
に
関
し
、
①
北
海
道

に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
現
状

と
実
態
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

②
実
態
調
査
の
実
施
方
法
と
道

の
支
援
体
制
、
③
解
消
計
画
の

推
進
に
向
け
た
具
体
的
方
策
に

対
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
た
、
飼
料
高
騰
対
策
に
関
し
、

①
全
国
及
び
全
道
の
酪
農
家
戸

数
の
減
少
状
況
、
②
離
農
が
増

え
た
要
因
と
道
の
認
識
、
③
政

府
の
追
加
支
援
に
対
す
る
道
の

評
価
、
④
追
加
対
策
に
お
け
る

本
道
の
酪
農
家
向
け
事
業
の
内

容
、
⑤
今
後
の
酪
農
畜
産
振
興

の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
質

問
を
行
っ
た
。 

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書 

◆
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と

位
置
づ
け
る
た
め
の
措
置
に
関

す
る
決
議
▼
地
方
財
源
の
充
実

強
化
を
求
め
る
意
見
書
▼
勤
労

貧
困
層
の
解
消
に
向
け
た
社
会

的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
再
構

築
に
関
す
る
意
見
書
▼
食
料
供

給
力
の
強
化
に
関
す
る
意
見
書

▼
消
費
者
行
政
一
元
化
と
地
方

の
相
談
体
制
強
化
を
求
め
る
意

見
書
▼
「
臓
器
の
移
植
に
関
す

る
法
律
」
の
早
期
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
▼
義
務
教
育
の
機

会
均
等
の
確
保
と
教
育
予
算
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
▼
へ
き

地
等
学
校
等
の
級
別
指
定
基
準

の
改
善
に
関
す
る
意
見
書
▼
第

二
期
地
方
分
権
改
革
に
お
け
る

農
業
・
農
村
整
備
事
業
の
国
と

地
方
の
役
割
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
書
▼
農
業
生
産
資
材
等

（
燃
油
・
肥
料
等
）
の
価
格
高

騰
対
策
に
関
す
る
意
見
書
▼
燃

油
高
騰
に
よ
る
漁
業
の
非
常
事

態
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め

る
意
見
書
▼
国
に
よ
る
公
的
森

林
整
備
の
推
進
と
国
有
林
や
事

業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書

▼
携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書
▼
日
本
映

画
へ
の
字
幕
付
与
を
求
め
る
意

見
書
▼
道
路
整
備
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書 

第
二
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
10
日
〜
６
月
28
日
） 

予
算
特
別
委
員
会
で
農
業
問
題
な
ど
を
質
問
す
る
北
口
道
議
（
６
月
20
日
）

北
口
道
議

予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て 

道
営
住
宅
や
森
林
、
農
業
課
題
を
質
問 
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録

４
月
〜
６
月

 

佐々木代議士と国政・道政報告：美深町4月5日

士別地区森林組合通常総会：士別市4月28日 

道北地区選抜のど自慢大会：士別市4月6日 

中川地区メーデー集会：中川町5月1日 

新幹線トンネル採掘現場を視察：北斗市5月9日

→
き
た
ご
り
ん
フ
ァ
ー
ム

で
田
植
え
を
体
験:

上
士

別
町
５
月
24
日 

民主党地域道政懇話会：美深町6月30日 

高橋知事、三上さんとジルバを激励５月21日 

→
士
別
地
区
連
合
会
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会:

士
別
市
６
月
21
日 

←
自
治
労
旭
川
地
方
青
婦
協
で

講
演:

羽
幌
町
６
月
14
日 
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
４
月
〜
６
月
分
） 

 ◆
４
月
13
日
【
国
政
報
告
会
in

富
良
野
】
▼
暫
定
税
率
を
含
む
問

題
で
、
国
会
は
混
乱
し
て
い
る
。

い
つ
解
散
総
選
挙
が
あ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
と
の
認
識
か
ら
、

佐
々
木
代
議
士
が
地
元
に
戻
る

土
曜
日
・
日
曜
日
を
中
心
に
、

上
川
管
内
各
地
で
国
政
報
告
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
▼
昨
日
（
12
日
）
は
、
剣
淵

町
及
び
和
寒
町
で
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
▼
そ
し

て
今
日
（
13
日
）
は
、
富
良
野

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
で
あ
る
。

国
政
報
告
会
の
前
段
に
、
ブ
ロ

ッ
ク
選
対
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
、
佐
々
木
隆
博
富
良
野
市

後
援
会
長
の
萱
原
博
行
さ
ん
が

選
対
委
員
長
に
就
任
し
た
。
そ

の
後
の
国
政
報
告
会
に
は
、
３

百
名
近
い
皆
さ
ん
が
日
曜
日
の

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
佐
々
木
代
議
士
の

お
話
を
じ
っ
く
り
、
し
っ
か
り

聞
い
て
い
た
だ
い
た
。「
常
在
戦

場
」、
い
つ
闘
い
が
あ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
だ
け

に
、
集
会
の
最
後
に
は
、
全
上

川
農
連
副
委
員
長
で
あ
り
山
部

農
連
委
員
長
で
あ
る
河
合
満
氏

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
、
必
勝

を
確
認
し
あ
っ
た
。 

◆
５
月
31
日
【
祝
！
旭
日
双
光

章
受
章
】
▼
今
日
（
31
日
）、
士

別
市
議
会
議
員
や
開
拓
農
協
の

組
合
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
、

品
沢
竹
司
さ
ん
が
旭
日
双
光
章

を
受
章
さ
れ
、
そ
の
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
て
私
も
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
▼
品
沢
先
生
は
、

大
正
９
年
３
月
生
ま
れ
の
88
歳
。

新
潟
県
で
生
ま
れ
、
学
校
を
卒

業
後
、
地
元
の
医
院
に
４
年
半

勤
め
た
あ
と
、
当
時
の
樺
太
庁

大
泊
支
庁
に
任
官
さ
れ
、
そ
の

後
兵
役
を
経
て
士
別
に
移
り
農

業
を
始
め
る
。
昭
和
26
年
、
31

歳
の
若
さ
で
士
別
町
議
会
議
員

に
初
当
選
。
以
来
、
合
併
後
の

士
別
市
議
会
議
員
を
含
め
昭
和

41
年
ま
で
勤
め
る
。
そ
の
間
、

地
元
の
開
拓
農
協
の
組
合
長
は

じ
め
、
北
海
道
開
拓
農
協
連
合

会
会
長
、
全
国
開
拓
農
協
連
合

会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
農
家
の

生
活
の
向
上
に
多
大
な
尽
力
を

さ
れ
、
今
回
、
長
年
の
自
治
功

労
と
産
業
功
労
が
認
め
ら
れ
て
、

旭
日
双
光
章
の
受
章
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
▼
品
沢
先
生
を
一

口
で
言
う
こ
と
も
難
し
い
が
、

あ
え
て
言
う
と
し
た
な
ら
「
博

学
多
才
」。
全
て
の
こ
と
に
つ
い

て
よ
く
知
っ
て
お
り
、
そ
の
話

し
ぶ
り
は
矍
鑠
（
か
く
し
ゃ
く
）

た
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
お
手

本
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
私
た
ち

の
知
恵
袋
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。 

◆
６
月
19
日
【
環
境
総
合
展
２

０
０
８
】▼
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
ま
で
あ
と
18
日
と
迫
っ
た

今
日
（
19
日
）、「
環
境
総
合
展

２
０
０
８
」
が
札
幌
ド
ー
ム
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
▼
「
総
合

環
境
展
２
０
０
８
」
は
、
今
日

か
ら
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
企
業
や
環
境
団
体
、
大
学
、

研
究
機
関
な
ど
、
３
百
を
超
え

る
団
体
が
出
展
し
、
士
別
か
ら

は
ケ
ナ
フ
を
使
っ
て
環
境
を
考

え
る
北
海
道
ケ
ナ
フ
の
会
（
卯

城
恵
美
子
会
長
）
も
参
加
し
て

い
る
▼
今
日
私
は
、
議
会
休
会

中
の
時
間
を
利
用
し
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
、

ケ
ナ
フ
の
皆
さ
ん
に
も
激
励
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
、

環
境
に
つ
い
て
も
っ
と
も
っ
と

議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

皆
さ
ん
の
熱
意
を
議
会
の
中
で

も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。 

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記 

h
ttp
://y-k

ita
g
u
c
h
i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】
▼
先
日
の
ふ

れ
あ
い
広
場
で
、
ひ
と
り
の
お
年

寄
り
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
だ
け
は
ダ

メ
だ
。
家
族
を
分
断
す
る
制
度
は

許
せ
な
い
。
絶
対
に
見
直
し
て
ほ

し
い
」
と
の
お
話
し
を
い
た
だ
い

た
▼
先
の
道
議
会
で
は
私
が
提

案
し
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」
を
提
出
し
た
が
、
自

民
党
・
公
明
党
の
反
対
で
否
決
さ

れ
た
▼
国
で
も
、
大
幅
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
、

制
度
の
根
幹
は
変
え
な
い
と
の

こ
と
で
、
高
齢
者
を
一
時
的
に
喜

ば
せ
よ
う
と
す
る
保
険
料
の
軽

減
措
置
だ
け
ら
し
い
。
も
う
騙
さ

れ
な
い
。
や
は
り
選
挙
で
は
っ
き

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
（
ゆ
う
こ
う
）

富良野市での佐々木代議士国政報告会 

祝賀会で万歳三唱をさせていただく

環境総合展で卯城会長と市長と私 


